
記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名

授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問題・テー
マ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限の（行動）目標
を学生が主語で行為動詞を使用して箇条書に記入する。）

A. 教養と国際性：共通
教育を通じて自然現象・
社会・文化と科学技術と
の関わりについて認識
を持ち，国際社会に対
応できる語学力を身に
つける。

B. 工学基礎知識：数
学，物理，化学，ITの活
用能力などの工学基礎
教育により，多様化す
る工学技術に対応でき
る基本的な理解力を身
につける。

C. 工学専門知識：専
門教育により高度化す
る化学，とりわけ環
境，エネルギー，生命
工学における専門的
基礎知識を身につけ
る。

D. 専門性の発揮：異な
る専門分野の技術集
団の中で協調しながら
も，自分の持つ専門性
を発揮することができ
る。

E. 知識の応用：共通・
専門教育を学習するこ
とにより，論理的思考
力，課題解決力，創造
力，コミュニケーション
能力，プレゼンテーショ
ン能力，そしてチーム
の一員として取り組め
るチームワーク能力を
身につける。

フレッシュマンセミ
ナー

１．大学の理念・目的を明確なものとし、大学生としての自覚と
大学生活の目標設定を促す。
２．１泊２日の合宿形式で応用化学工学科科の教員（７～８名）
とTA（１４名）による学科からのメッセージ、オリエンテーションを
行う．
３．新入生を１０グループに分け各グループで討議、発表を行
う．
４．新入生、教員、TAと親睦を深める．

１．山口大学、工学部、応用化学工学科の目標・理念を理解できる．
２．大学生として自覚と大学生活の目標を設定することができる．
３．新入生、教員、TAとの親睦を深めることができる．

１．◎ １．◎ １．△ １．◎
２．○
３．◎

基礎セミナー

１．さまざまな方式で大学における学習の意味と目的を
理解するためのセミナーです。
２．オリエンテーションとしては、どのように講義・演
習を履修して卒業していくのか、あるいは、学科の目標
目的さらには、技術者として社会にどのように貢献して
いくかなどについても学びます。
３．与えられた課題について調査してレポートを作成し
プレゼンテーションをしますが、そのための外部施設見
学も実施します。
４．工学部の研究室や研究施設も見学します。また、小
人数で工学基礎についての学習もします。

１．工学部応用化学工学科の学習目的・目標を理解できる。
２．技術者として社会にどのように貢献していくかを理解できる。

１．○
２．◎

２．○ １．◎ １．○
２．◎

情報処理演習

１．コンピュータを利用して情報を作成・取得し、編集（変換）し
て表現することを学習する。
２．ここではコンピューターリテラシーと呼ばれる「文具としての
コンピュータ」の使用方法(ワードプロセシング、表計算、グラフ
表示、電子メイルやブラウザー)、情報通信ネットワークやマル
チメディアが普及した社会における情報の種類、検索、活用方
法などメディアリテラシー（メディアを操る能力）,プレゼンテー
ションソフトによる分かりやすい発表方法について学ぶ。
３．またネットワークの構造およびネットワーク社会における規
範についても考える。

１．コンピュータを利用して情報を作成・取得し、編集（変換）して表現でき
る。
２．具体的にはワードプロセシング、表計算、グラフ表示、電子メイルやブラ
ウザーなどのアプリケーションを理解して使用できる。
３．特定のアプリケーションの使用方法を覚えるのではなく、その動作原理
を理解できる。
４．さらに情報通信ネットワークやマルチメディア社会における情報の種類、
検索、活用方法などメディアリテラシー（メディアを操る能力）を身につけら
れる。
５．ネットワークの構造およびネットワーク社会における規範についても理解
できる。
６．プレゼンテーションソフトによる分かりやすい発表方法について理解でき
る。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

１．○ ４．◎
５．◎
６．◎

TOEIC準備

１．この授業では、TOEICテストを用いて実践的な英語でのコ
ミュニケーション能力を自己確認する。
２．TOEICテストの全貌について学び、その受験技術とテストで
用いられるコミュニケーションのための実用文（話し言葉、書き
言葉）に慣れる。
３．TOEICテストは「聞く」「読む」という２つのスキルについての
み実施されるが、他の「話す」「書く」というスキルも間接的なス
キルとして評価される。
４．TOEICテストの最初の半分が45分のListening
Comprehensionに当てられるため、特にこの授業では聞き取り
に力を入れる。

１．TOEICテストの出題形式に慣れ、パートごとに問題への対応の仕方を理
解する。特に、スピーディーな英語を聞き取り、情報を処理することに慣れ
る。
２．自習課題を通して、「自学自習」の習慣を身につける。Listening
Comprehensionに慣れるため、自習課題を通して、少なくとも週6日1日1時
間の英語の「自学自習」の習慣を身につける。
３．自習課題の成績や、TOEICの各パートの正答率などをもとに自己の英
語力を確認し、受講者自ら6月TOEIC IPテストでの目標点を設定する。

１．◎
２．◎
３．◎

TOEIC指導
１．300点未満の学生を対象に400点をとれるように指導する。 １．350点を修得できる １．◎

数学I

１．本講義は、工学部の学生を対象とした一般教育、または基
礎教育のための微分積分学の授業を行います。

１．公式や定理を自由に使いこなせることができる。
２．定理や公式に見られる証明方法を理解することができる。
３．数学が科学全般に及ぼす影響を理解し、化学に用いられることを理解
できる

１．◎
２．◎
３．◎

数学II

１．微分積分学もまた、数学の一分野である以上、その論理性
が重要になる。しかし、あまり論理を追求すると、因果関係にば
かり眼が奪われて、全体の見通しを失い、実用に役にたたない
ものになりがちである。といっても、実際の問題が解ければ
よいというような態度で、数学の公式だけを羅列したようなもの
になったのでは、
基本的な検討を必要とする新しいタイプの問題を解決するだけ
の能力を養えない
ことになる。

１．公式や定理を自由に使いこなせること。
２．定理や公式に見られる証明方法を理解する。
３．数学が科学全般に及ぼす影響を理解し、化学に用いられることを理解
する。

１．◎
２．◎
３．◎

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2006年4月1日
工学部 
応用化学工学科 

応用化学工学科のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）学科・研究科等のカリキュラム

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
大学全体の「発見し、はぐくみ、かたちにする」という理念を念頭に置き、以下の点を掲げる。
１．科学技術の基本哲学に立脚し、新しい真理や原理を追求し、人類に有益な道具や知的資産を具現化する“もの作り”ができる人材を育てる。
２．総合的、学際的な教養に立脚し、自らの課題と地球環境や人類全体との関わりについて総合的に考え、判断していく能力のある人材を育てる。
３．国際的に通用する技術者の養成と生産物に対する責任と倫理観を持つ人材を育てる

学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
「知の継承」により基礎知識を身につけ，日々進歩・高度化する化学および生物化学技術に柔軟かつ適切に対応でき，さらに化学・バイオ・医薬・セラミック・電子材料など科学技術に対する広い視野と豊富な知識をもと
に，自ら考え，そして行動することができるような卒業生を送り出すことを目標にしている。そのために，卒業生が次のような知識や能力を身につける教育を行う。



物理学I

１．古典力学（ニュートン力学）の基本的な事柄を概説する。 １． 微分によって位置から速度，加速度が導ける。また，積分によって加速
度から速度，位置が導ける。
２． ベクトルを使って物理量を記述できる。
３． 運動の三法則を説明できる。
４． 簡単な運動方程式（放物運動，円運動，単振動など）を解くことができ，
その結果を説明できる。
５． 運動量，角運動量，仕事，位置エネルギー，運動エネルギー，力学的エ
ネルギーを説明できる。
６． 運動量保存則，角運動量保存則，エネルギー保存則を適用して運動を
調べることができる。
７． 剛体がつり合うための条件を求められる。
８． 固定軸のまわりの剛体の回転運動の方程式を解くことができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎
８．◎

物理学II

１．電磁気学は力学と並んで物理学の中でも最も基礎的な学
問である。日常生活で経験する現象には、電磁気学の基礎知
識を身につけていれば定性的・定量的に理解できるものも多
い。講義では電磁気学の重要な概念・法則を丁寧に説明し、例
を多く使って法則および使い方の理解を助ける。式の計算は丁
寧に行い、法則・現象に適切なイメージがえがけるようにする。

１． 電場・電気力線を理解し、イメージが描けるようにする。
２． 導体と誘電体の違いを理解する。
３．電流についてのオームの法則が使えるようにする。
４． 電流と磁場の重要な関係を深く理科いする。
５． 電磁誘導を学び、コイルの役割を理解する。
６． 簡単な交流回路の計算ができるようにする。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

化学I

１．原子の構造，電子配置，化学結合，化学平衡，反応速度な
ど物理化学の内容が中心である
２．．高校化学の復習から始め，将来専門科目を学ぶ上で必要
な基本的事項について詳しく解説する．

１．分子式，濃度を理解することができる．
２．周期律の見方を理解することができる．
３．酸，塩基および酸化，還元の用語を定義できる．

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

化学II

１．有機化学の基礎を体系づけて学ぶコースです。
２．アルカンから始まり、コンホメーション・光学異性・立体異性・
求核置換反応・脱離反応などの有機化学のもっとも基礎的な
範囲について学習します。
３．３次元的な分子構造の理解を助けるために、分子模型を積
極的な利用も行います。

１．有機化合物の特徴と分類が理解できる。
２．結合と立体化学の基礎が理解できる。
３．有機化学反応の考え方の初歩が理解できる。
４．反応速度論の初歩が理解できる。
５．有機化合物の特徴と分類が理解できる。
６．芳香族化合物の概念が理解できる。
７．脂肪族化合物の概念が理解できる。
８．基礎的な官能基の特性が理解できる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎
８．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎
８．◎

化学実験Ｂ

１．本実験では、有機化学実験、分析化学実験I、II、物理化学
実験および総合実験の５つの実験から指定された２つを行う。
２．有機化学実験では化粧石けん，色素、ビニロン等の合成
３．分析化学実験ではセミミクロ定性分析法による金属陽イオ
ン分析
４．物理化学実験ではコンピュータを用いた計算とグラフや分
子構造の図形表示を行う。
５．総合実験では身のまわりにある物質の化学的性質や反応
を調べる．

１．実験を行う過程で、試薬や器具の扱い方を体験し、実験操作の意味や
化学反応の背後にある化学の考え方に触れることができる
２．実験開始までに準備しておくべきこと（フローチャートの作成や間の答の
記入など）を理解できる
３．実験中の心がまえを修得できる
４．実験報告書の書き方を学ぶことができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

物理学実験Ｂ

１．物理学実験と化学実験は対になっている。
２．物理学実験では、高等学校俺ベルの物理学の知識をもと
に、力学・熱力学・光学・電磁気学などの基礎分野から６テーマ
の実験を行って、実験データの解析とレポートの作成を行う。

１．実験テーマの物理的な原理を説明できる。
２．仮説と仮定を立てて、実証・検証するという手法を習得することができ
る。
３．自然現象のすべては物理現象に基づいていることを実感することができ
る。
４．身の回りの現象について、なぜか？という疑問を抱くことができる。
５．抱いた疑問に対して、興味と関心を持って接することができる。
６．各実験で扱う測定機器を扱えるようにすることができる。
７．技術作文が作成できるようにすることができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎

情報処理論及び演習

１．数値計算やデータ処理のためのプログラミング手法（言語、
文法、フロー）について学ぶ。
２．実際にパーソナルコンピュータを操作し例題のプログラミン
グ計算により学習する。
３．数値計算の数学的部分についても理解する。化学工学の
計算を実例として計算し、プログラム計算の意味や有用性を理
解する。
４．専門用語を英語でも提示する。

１．計算機言語による計算ができる。
２．数値計算の原理を理解できる。
３．計算結果を適切な形で表現できる能力をつけることができる。
４．computer関連の専門用語を日本語と英語で覚えることができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

線形代数及び演習
１．ベクトルと行列、有限次元空間内での線形変換の基本的な
概念と性質を学ぶ。

１．行列と線型変換について理解し、基本的な計算ができる。
２．連立一次方程式を線型変換の視点から理解できる。

１．◎
２．◎

１．○
２．○

応用解析Ⅰ

１．フーリエ解析およびラプラス変換の基礎を学ばせる。
２．これらの解析的手法を工学上の問題で重要になる線形応
答理論や定数係数２階線形偏微分方程式の初期値－境界値
問題の解法およびアーベル型、ボルテラ型積分方程式の解法
や複雑な積分計算に提要し、フーリエ解析およびラプラス変換
の有用性について理解を深めさせる。

１．フーリエ解析・ラプラス変換が強力な武器であることを認識できる １．◎ １．○

常微分方程式及び演習

１．常微分方程式の基本的な概念と計算について解説する。 １．常微分方程式の概念を理解し、１階微分方程式、２階線形定数係数微
分方程式の解の計算法に習熟することができる。
２．一般解と特殊解の基本性質を理解し、様々な微分方程式の解法に慣れ
ることができる。
３．ラプラス変換の定義と意味を理解し、様々な常微分方程式の計算がで
きる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．○
２．○
３．○

応用物理学Ⅰ

１．物理学の基礎としての「波動」「光」「熱」について解説する。
２．我々に身近な波動、光、熱に関係した現象の物理学におけ
るとらえ方を理解するための考え方に重点をおく。
３．波動、光、熱に関連したマクロな現象が、原子分子などのミ
クロな世界にどのようにつながっているかを学ばせる。

１．波動、光、熱についてのさまざまな現象を理解でき、またマクロな現象と
そのもととなるミクロな原子分子の振る舞いとの繋がりを理解できる。
２．確かな基礎力を有する技術者を目指して数学，自然科学，情報処理の
基礎力を身につけることができる。

１．◎
２．◎

１．△
２．△

応用物理学実験

１．種々の分野にわたる基本的な物理学実験をグループに分
けて実施させ、物理工学実験一般に関する基礎知識、実験器
具操作法、報告書作成要領等を修得させる。

１．各種測定機器の動作原理、使用法の手順など、実験的な研究を行う上
で必要となる知識を身に付けることができる。
２．適切な測定法の選択、測定上の工夫を実行でき、データーの適切な解
析と図および表作り、正しい誤差の取り扱いができ、十分な考察に基づく報
告書を書けることができる。

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．○
２．○

１．◎
２．◎

応用解析Ⅱ
１．複素関数論は、工学の様々な分野、例えば電磁気学、流体
力学、量子力学などで必要となることが多い。
２．本科目では、複素関数がどの様なものなのかを理解し、更
にその微分・積分について学ぶ。

１．複素数の極座標表示や指数、対数、ベキ根の計算ができる。
２．正則関数の性質を理解することができる。
３．留数定理を利用して実積分の計算ができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

確率統計

１．実験や観察で得られた数値データを処理して、その傾向や
特性を把握するために必要な初歩的な統計学の説明と、統計
学の理解に必要な確率的な考え方を解説する。

１．確かな基礎力を有する技術者を目指して以下の能力を身につけること
ができる。
２． 数学，自然科学，情報処理の基礎力を身に付けることができる

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．○
２．○

数値解析

１．工学に数学を応用するさい、理論的な概念把握とともに具
体的な数値による結果の算出が必要となる。
２．数値解析のさまざまな手法についての理解が重要となるの
はこのためである。げんざい便利なパソコンソフトが普及してい
るが、この講義ではプログラムの基礎になっているスキームを
丁寧に学ぶ。

１．主な数値解析スキームについて原理を理解し、運用に習熟し、収束性
などの理論的考察を会得することができる

１．◎ １．○

応用物理学Ⅱ

１．1年次2年次の物理学の後を受けて、応用化学としての基礎
となる固体物理学を学ぶ。
２．ここで扱う教科書”物性論”は日本を代表する固体物性の教
科書であるが、詳しくやや高級である。この教科書をやり終え
ることはそれなりの標準としての実力がつくはずである。

１．物性物理学とは何か、どのようね物理現象を含んでいるか、これらを口
頭または文章で説明できる。
２．自由電子論、バンド理論、半導体の基礎理論を理解することができる。
３．固体物理における種々の現象をフォノンや光や電子との相互作用で考
察できる。

１．◎
２．◎
３．◎

２．◎
３．◎

１．◎ １．◎



物理化学Ⅰ

１．物質の状態，分子の持つエネルギーについて学習する。
２．化学熱力学に関する基礎概念を学習し，化学における諸現
象の理論的取り扱いの基本を習得する。

１．物理量の定義およびその表現方法を理解することができる。
２．理想気体および実在気体の状態方程式を通して，物質の状態に関する
概念を理解することができる。
３．仕事と熱の関係から熱力学第１法則（エネルギー保存則）を理解するこ
とができる。
４．エントロピーの概念を学習し，熱力学第２法則および第３法則の意味す
るところを理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

物理化学Ⅱ

１．化学平衡についての概念，自由エネルギーの定義とその化
学反応における重要性を学習する。
２．化学反応速度に関する基礎的事項を理解し，速度の解析
法とその理論を修得する。

１．化学平衡の概念と平衡に関係するエネルギー関数を理解することがで
きる。
２．化学反応に伴うエネルギー変化を理解することができる。
３．様々な機構で進行する化学反応についてその速度式が取り扱えるよう
になることができる。
４．化学反応における速度の意味を分子論的に理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

分析化学

１．分析化学は物質の定性的および定量的な解析に関する学
問である。
２．「溶ける」から始まる溶液内の様々な現象の理論的取扱い
について講義する。
３．基礎的概念は「平衡」のみである。これをものできればさま
ざまな溶液内平衡を同様に取り扱うことができ、容易に理解で
きるはずである。
４．反応速度と平衡の混同は避けてほしい。
５．｢はかる｣という観点からデータと器具の取り扱いについて説
明する。

１．「溶ける」という現象を理解することができる。
２．酸と塩基の化学平衡の理論、熱力学的アプローチを理解することができ
る。
３．平衡の理論を基礎とする分析化学的な応用について理解することがで
きる。
４．同様に、錯形成、酸化還元、溶解平衡を理解し、応用することができる。
５．データの統計的扱いを理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

無機化学

１．原子核、原子の構造、元素の性質を量子論の立場から理
解する。
２．化学結合、特に分子軌道、混成軌道、共鳴、イオン結合、水
素結合、金属結合を理解する。
３．無機化学反応の平衡論についての基礎力を身につける。
４．s-ブロック元素及びp-ブロック元素とそれらの化合物の代
表的な化学的性質について修得する。

１．原子の質量欠損とエネルギー及び原子エネルギーとの関係を理解する
ことができる。
２．核分裂と核融合を理解し、将来のエネルギーについて考察することがで
きる。
３．分子軌道法による分子の成り立ちについて理解することができる。
４．イオン結合について理解し、モデルに基づいて結合エネルギーを算出す
ることができる。
５．s-ブロック元素及びp-ブロック元素とそれらの化合物の化学的性質につ
いて身につけることができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

量子化学

１．量子論の基礎及びその応用である分子軌道法により、化学
結合がどのように説明されるかについて平易に解説する。
２．フロンティア軌道理論や極限的反応座標理論を用いた化学
反応の解析法についても述べる。

１．原子分子のハミルトニアンが理解し、書き下すことができる。
２．水素分子イオンのエネルギーが、シュディディンガー方程式を用いて計
算できることを理解することができる。
３．分子の構造とエネルギーの関係を理解することができる。
４．量子化学系差の化学反応への応用について理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

有機化学Ⅰ

１．有機化学を系統的に学習するために、この授業ではアル
コール・エーテル・アルケン・アルキン・アレーンについて学習す
る。
２．有機化学の重要な概念（共鳴・共役・Markovnikov則・
Woodward-Hoffmann則・芳香族性・Huckel則など）を学び、有
機化学全体の知識体系の構築を図る。

１．アルコール・エーテル・アルケン・アルキン・アレーンについてそれらの性
質を理解することができる。
２．アルコール・エーテル・アルケン・アルキン・アレーンについてそれらの反
応および合成法を理解することができる。
３．共鳴・共役・Markovnikov則・Woodward-Hoffmann則・芳香族性・Huckel
則などの基本的な有機化学の理論を理解しそれを使った適切な説明がで
きることができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

有機化学Ⅱ

１．化学II，有機化学Iに引き続き，有機化合物の構造と性質，
化学変化を系統的に捉え，有機化学の基礎を把握・理解する。

１．有機化合物の構造と一般的な性質について理解することができる。
２．電子の流れを理解して反応とその機構について体系化することができ
る。
３．有機化合物の反応における基本法則を理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

高分子化学

１．高分子の概念および低分子との相違について説明する。
２．さらに高分子合成における基礎的知識および重合について
解説する。

１．高分子と低分子の相違について理解することができる。
２．高分子合成における連鎖重合と逐次重合を理解することができる。
３．重合方法によって得られるポリマーの種類やその化学的・物理的性質
を修得することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

化学工学Ⅰ

１．化学や"生物学"で生まれた新技術、新素材等は、各種工
場において工業的に生産される。このような生産設備（プロセ
ス）は原料の搬入や混合、反応装置や分離装置、その他ユー
ティリティー装置などを含んでいる。
２．個々の装置やプロセスの設計においては、内部における原
子・分子レベルから、二酸化炭素の排出のように地球規模の
大きなスケールに至るまでの、物質の変化とエネルギーの交
換が関わっている。
３．このようなさまざまの現象を化学のみでなく物理・数学を利
用して解析する学問が化学工学である。本講義では化学工学
の基礎について学習する。

１．次元と単位 特にSI単位を理解することができる。
２．無次元数など単位の換算をできるようにすることができる。
３．化学工学の基礎項目を学習し、その役割と重要性を理解することができ
る。
４、化学工学の専門用語を日本語と英語で覚えることができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

化学工学Ⅱ

１．化学工学の物質移動単位操作における拡散現象、蒸留お
よびガス吸収操作に関する基礎的事項を把握・理解する。
２．さらに、連続多段蒸留塔およびガス吸収塔の基礎的設計計
算法を習得する。

１．拡散現象およびフィックの拡散方程式を理解することができる。
２．蒸留の原理と気液平衡関係について理解することができる。
３．蒸留における理想溶液の法則について理解することができる。
４．連続多段蒸留塔の設計法(マッケ-ブ・シ-ル法)を理解することができ
る。
５．ガス吸収の原理とその設計法を理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

反応工学Ⅰ

１．本授業では均一系の反応速度論と反応器特性の基礎的事
項および、これらに基づいた反応速度解析法と反応器設計法
とを体系的に説明することを目的とする。
２．均一系反応の工業的操作のために必要な反応速度論と反
応器特性の基礎的事項およびこれらに基づいた反応速度解析
法と反応器設計法を扱う。

１．化学反応の反応工学的分類を理解し、反応工学における均一系反応速
度論に習熟する。単一反応・複合反応を分類しそれらに対する微分反応速
度式を導き、また、その積分式化ができるようになる。速度データを積分法
または微分法で解析して反応速度式が得られるようになる。これらの速度
式を回分式・半回分式、流通式、循環反応器、マイクロリアクターなど様々
な反応器の解析と設計に応用し、各反応器の特性を理解できる。
２．均一系反応と不均一系反応の区別及び化学反応の工学的分類を理解
することができる。
３．.均一系反応を工業的に実施するときの反応器形式の種類と特徴を理
解することができる。
４．工業的均一系反応器を設計するために必要な反応速度式の決定法（微
分法、積分法、半減期法）を理解することができる。
５．回分式反応器、半回分式反応器、流通式槽型反応器と流通式管型反
応器の特徴と設計法を理解することができる。
６．流通式反応器内の反応流体の混合状態（完全混合流れと押出し流れ）
を理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△
６．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

生物化学Ⅰ

１．生命体を構成する物質について学ぶ。地球上のすべての
生物の多様さから生命体の複雑さを想像するかもしれない。し
かし，生命を構成する物質はそう多くはない。基本的な化合物
が規則正しく配列した化合物からなる。しかも，すべての生物
が共通の物質，共通のしくみにより成り立っている。
２．根本原理を理解する。

１．生命体を構成する物質である，糖，アミノ酸，脂質，ヌクレオチドについ
て学び，その基本的な構造を理解することができる。
２．それぞれの物質を構成単位とする多糖，タンパク質，DNA/RNAなどに
ついて理解することができる。
３．タンパク質からなる酵素についてその高次構造，反応機構，反応速度論
等も学ぶことができる

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

ものづくり創成実習Ⅰ
ものづくり創成実習Ⅱ

１．実験安全法について学ぶ。
２．無機・分析化学実験を主に行い、基本的な実験操作や理論
を修得する。

１．安全な実験法を理解することができる。
２．専門の実験に必要な基礎的な知識・技術を身につけることができる。
３．レポート作成をパソコンを用いて行うことにより、化学における情報処理
技術を理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎



応用化学工学実験Ⅰ

１．少人数グループによる実験を行うことにより、無機・分析化
学、物理化学および電気化学に関する諸現象を理解し、基本
的な実験操作を習得する。
２．レポート提出を通じて，実験結果の科学的な取り扱い方や
報告書作成のための基礎的な能力を養う。

１．無機・分析化学，物理化学および電気化学に関する諸現象を理解する
ことができる。
２．実験を通して化学における諸現象の本質をとらえる習慣を身につけるこ
とができる。
３．自ら進んで問題解決にあたる意欲を身につける。安全に配慮した正確
な実験操作を行うことができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

応用化学工学実験Ⅱ

１．化学系実験の中で有機合成および高分子合成に関連した
実験の基本操作を修得し、講義などで習った有機化学および
高分子化学の理解を深めることを目的とする。

１．有機合成及び高分子合成化学実験における基本的な操作ができる。
２．有機合成や高分子合成に関連した試薬の性質や危険性について理解
するとともに，適した取り扱いができる。
３．得られた実験結果に対して関連科目や文献調査を行うことで総合的に
考察し、実験レポートを作成することができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

応用化学工学実験Ⅲ

１．化学工学および生物工学の基礎的事項について、少人数
単位の実験を通じて理解を深める。
２．基本的な実験装置や実験操作についても学習する。

１．化学工学における基本的な単位操作について、実験により理解すること
ができる。
２．生物工学における基礎的事項について、実験により理解することができ
る。
３．化学工学および生物工学の実験を通じて、レポ－ト作成およびデ－タ処
理方法について習熟することができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

外国語文献講読

１．応用化学工学や関連分野の英語の文献を講読することで、
英語に親しみながら化学・関連分野の事情にも接する機会を
作る。

１．科学技術分野の外国語文献の論文構成を理解することができる。
２．各教員の専門分野における専門用語、語法を修得することができる。
３．文献の背景や関連分野の事情を各自で調査、理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．○
２．○
３．○

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

卒業論文

１．各指導教員のもとで化学およびその応用分野に関する研究
を行い，成果を論文としてまとめる。
２．研究成果を口頭で発表する。

１．与えられた研究課題について問題点を解決することができる
２．研究成果を論文形式にまとめることができる
３．研究成果を口頭発表することがことができる

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

分光物理化学

１．原子および分子の電気的・磁気的性質を理解し、磁気共鳴
法の原理を学ぶ。
２．原子や分子における電子構造や結合状態と分光学の関係
を理解する。

１．分子の分極のしくみを理解することができる。
２．原子核や電子の電磁気的性質を理解することができる。
３．分子の回転や振動のスペクトルを理解することができる。
４．分子結晶の構造解析を理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

界面物理化学

１．身近な現象を通して、統計熱力学、相平衡、溶液論、高分
子物性の基礎について理解する。

１．分子集団における状態数とエントロピー、温度の概念を理解することが
できる。
２．ボルツマン分布の概念について理解することができる
４．相平衡、気－液平衡、蒸留の概念について理解することができる。
５．ゴム弾性などの基本的な高分子物性について理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

電気化学

１．電気化学的現象の基本的考え方，イオン伝導，電極電位，
電池，電気分解などについて理解し，電気化学についての基
礎知識を得，かつ応用力を養うことを目的とする。
２．とくに工学的な応用例については，技術の現状と将来性を
詳しく講述する。

１．電気化学系の構成を理解し，化学エネルギーと電気エネルギーの相互
変換系の概念を修得することができる。
２．電解質の理論を学習し，イオン構造の基礎を理解することができる。
３．電池の表現，起電力とギブズ関数の関係を理解することができる。
４．実用電池の種類と特徴を理解することができる。
５．電気分解の応用例を学習し，技術の現状と課題について洞察する力を
養うことができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

光化学

１．光化学反応は熱反応とは異なり、光源の波長を選択するこ
とで分子の特定部位だけを励起し、反応させることが可能であ
る。
２．光の吸収にともなう分子の励起、励起状態からの物理的・
化学的失活過程、およびその動的側面について講義する。

１．光の性質、ならびに光と分子の相互作用にともなうエネルギーや電子の
移動について基本的な考え方を理解することができる。
２．分子軌道法や光化学反応の速度論的取り扱いをマスターすることがで
きる。

１．◎
２．◎

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．◎
２．◎

機器分析

１．物質の物理的化学的性質、あるいはその存在量などを知り
たいとき、すなわち物質内からの化学情報を得る手段として、
分析機器を用いて測定することが多い。
２．機器を用いる分析法の原理、特徴、応用例などについて講
述する。

１． 物質からの化学情報を得る手段としての機器分析法の有用性につい
て理解することができる。
２．代表的な機器分析法の基礎的原理について理解することができる。
３．それぞれの機器分析法の長所と短所について理解することができる。
４．機器分析への試料の前処理について理解することができる。
５．化学実験における化学分析法としての機器分析法の選び方の検討につ
いて理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

配位化学

１．配位化学は1905年にWernerが提唱した”配位説”に始まり、
現在の非Werner型錯体である有機金属化合物にまで及んでい
るが、配位化学の誕生とその後の発展の歴史を知る。
２．Werner型錯体と非Werner型錯体の命名法、対称性、反応
性、異性現象を修得する。
３．遷移元素の基礎としての結晶場理論と配位子場理論を理
解し、遷移元素とその化合物の化学的性質について知る。

１．配位化学の歴史を知ることができる。
２．錯体の命名法、対称性、異性現象、錯体の組成の決定法を修得するこ
とができる。
３．配位子置換反応、トランス効果、電子移動反応を理解することができ
る。
４．結晶場理論と配位子場理論を理解し、遷移元素の化学的性質を概観す
ることができる。
５．錯体の磁気的性質、ヤーン・テラー効果、電子スペクトルを理解すること
ができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

無機工業薬品

１．ケイ素化学と言う観点に立って、有機化学的な手法を取り
入れることにより、従来の無機化学的な手法だけでは合成でき
ない、優れた特性を持つ高機能セラミックス材料が得られるこ
とについてお話しします。
２．その中で、環境浄化分野で非常に優れた特性を発揮する
光触媒材料やエネルギー分野で活躍する2000℃もの耐熱性を
有する高靭性材料等に関する最新情報も紹介したいと思って
います。

１．材料開発の難しさ、面白さを理解することができる。
２．勉強していることが実際に何の役に立つのかを理解することができる。
３．新しい知識の継続的創造の必要性を悟ることができる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

基礎有機・高分子化学

１．現在に我々の豊かな生活は数えきれないくらいの新しい素
材に支えられていると言っても過言ではないでしょう。一方、そ
のことは全く実感せずに、この最新技術の恩恵を全く関心を持
つことなく日々暮らしていけるのも事実です。しかしちょっとまっ
てください。田んぼからイナゴが発生しなくなったのも、十代な
かばのほとんどの君達があすの命を憂う心配がないのも、お
母さんが赤ちゃんのおしめの洗濯を少し「楽」できるようになっ
たのも、よく考えてみれば、みんなここ５０年ほどのこと。有機化
学と高分子化学の進歩のおかげなのです。
２．この講義ではこれから「化学」を学んで行こうとしている君達
に、実際の有機化学や高分子化学がどのように使われ、それ
が、いかに「簡単」な原理に基づいているかを解説しながら、現
代化学への導入をはかります。

１．これから学んでいく『化学』の実例を多く知ることにより、またそれらに対
して自らの姿勢を考える機会を得ることにより、これから先の専門課程の学
習動機を培うことができる。

１．◎ １．◎ １．△ １．◎

有機反応化学

１．有機化学の基礎的理解に必要な有機電子論や有機反応機
構論について解説しする。
２．今まで学んだ有機化学の知識との統合をはかります。

１．今までに学んだ有機反応を反応機構的な分類によって整理することで、
有機化学の全体像がより鮮明になる
２．有機電子論を使って簡単な有機反応の反応機構の説明ができる
３．簡単な有機反応の反応性を正確に評価することができる。
４．有機化学のより専門性の高い授業、コースへの親和性を高めて、ス
ムーズな学習への橋渡しとなる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎



有機合成化学

１．基礎化学、有機化学１および２を通して学んできた有機化
合物の性質や反応を体系的に理解し応用する能力を養うこと
を目的としている。
２．化学反応は電子の動きによって支配されており、具体的に
どのレベルにあるどの軌道の電子がその反応に関与するのか
を理解し、反応経路の全体像を描けることを目的にしている。
３．個々の反応の理解だけでなく目的化合物の選択的合成に
どのように役立てられるかを検討する。

１．個々の反応機構を再度理解し、中間体や遷移状態の構造や安定性を
議論することで主反応経路を予測できる。
２．選択性発現の理由を理解し説明できる。フロンティア軌道の概念を説明
でき、分子軌道によって支配される反応の説明と、生成物の予測ができる。

１．◎
２．◎

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．◎
２．◎

精密合成化学

１．有機合成実験に不可欠である核磁気共鳴スペクトルの基
礎と解析方法について習得する。
２．不斉合成をはじめとする高度な有機合成反応に関する基礎
知識を養い，選択的な有機合成法について理解・把握する。

１．核磁気共鳴スペクトルの基礎について理解し，簡単な有機化合物の核
磁気共鳴スペクトルが解析できる。
２．光学活性化合物の有用性と不斉合成の意義について理解し，不斉合成
に関する基礎知識を修得する。
３．不斉合成反応で展開されている立体因子が生成物に及ぼす影響につ
いて理解し，選択有機合成の基本理念を説明できる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

有機工業化学

１．有機工業化学すなわち、石油化学、石炭化学、油脂化学を
中心に講義する。
２．これらに関連する石油化学製品、塗料、界面活性剤、塗
料、香料、化粧品、医薬、農薬について広範囲にわたる基礎を
講義する。

１．石油化学、石炭化学、油脂化学の基礎を理解し、一般的な知識を習得
することができる。
２．これらに関連する石油化学製品、高分子工業、塗料、界面活性剤、香
料、化粧品、医薬、農薬などの基礎知識を習得することができる。

１．◎
２．◎

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．◎
２．◎

機能高分子化学

１．高分子化合物を材料という観点から捉えた場合に必要とな
る基礎的な知識を身につける。
２．高分子材料の特色を理解する。また，そのための基礎的な
考え方を身につける。
３．高分子材料の抱える問題点を理解すると共に，現代社会を
支えている一面についても理解を深める。

１．高分子材料の分類ができる。（天然・人工など，いくつかの面から分類で
きることを認識することができる。
２．高分子化合物の特色を説明できる。分子量分布，熱的な性質（ガラス転
移点，融点，熱可塑性・熱硬化性など）を理解することができる
３．ビニル化合物が重合してできるポリマーの構造の種類などが区別でき
る。また，区別するための手法を理解できる。
４．高分子化合物の固体構造について理解でき，その決定法を理解でき
る。（単結晶，非晶）
５．ゴム弾性の理解（エントロピー弾性・エンタルピー弾性）することができる
６．高分子化合物のレオロジー的性質について簡単なモデルを使って理
解，説明ができる。
７．高分子材料の関連した事故などの事例を通して，技術者倫理について
考える機会を持つとともに，考察を行い，自分の意見を持つことができる。
８．高分子化合物の廃棄問題について，基本的な問題点の理解と自分の
考えを述べることができる。
９．新しい高分子材料の例について，いくつか例示できる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎
８．◎
９．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎
８．◎
９．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△
６．△
７．△
８．△
９．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎
７．◎
８．◎
９．◎

反応工学Ⅱ

１．化学物質を工業的に製造するために固体触媒反応や気液
系反応などの不均一系反応を利用することが多く、これらの反
応操作を安全に合理的に実施することの重要性を紹介しつ
つ、このような不均一系反応操作に特徴的な総括反応速度論
と反応器特性などの基本的事項ならびに反応器の解析と設計
法の基礎を説明する。

１．化学物質の工業的製造における不均一系反応の重要性を理解すること
ができる。
２．不均一系反応の分類と特徴を理解することができる。
３．界面を通しての物質移動と各相内での化学反応が影響する不均一系
反応の総括反応速度を理解することができる。
４．固体触媒粒子の特性、触媒表面反応機構とこれに基づいた反応速度式
を理解することができる。
５．固体触媒反応、気液系反応等の総括反応速度式を理解することができ
る。
６．各種不均一系反応に適した工業的反応器の形式、特徴及び設計法の
基本を理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△
６．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

移動現象Ⅰ

１．移動現象は運動量移動、エネルギー移動および物質移動
を統一した考え方で表すことにより、種々の装置の設計・操作
条件の設定に対する基礎となる学問である｡
２．移動現象Iでは移動現象の基礎である流束の概念を理解
し、運動量移動を中心に、エネルギー移動、物質移動を学ぶ。
３．専門用語を含む数行の英文を併用する。

１．3つの異なる流束を理解できる。無次元化や規格化することの意味を理
解できる。
２．現象をモデル化することや、スケールに関わらずモデル化することの意
味を理解できる。

１．◎
２．◎

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．◎
２．◎

移動現象Ⅱ

１．化学・エネルギープラントにおける運動量、熱エネルギーお
よび物質の三つの移動過程について、実際の装置を題材にと
りあげて説明する｡
２．特に熱交換（伝熱）と物質交換（拡散）について集中的に学
習する。
３．専門用語を含む数行の英文を併用する。

１．実際の装置やプロセスにおける移動現象を理解することができる。
２．収支により微分方程式を組み立て境界条件とともに解けるようにするこ
とができる。
３．装置･プロセスの簡単な設計ができるようにすることができる。
４．専門用語を含む数行の英文を短時間に読みこなす力をつけることがで
きる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

分離工学Ⅰ

１．分離プロセスは，原料から製品までの生産プロセスにおけ
る分離・精製のために不可欠な工程であるだけでなく，最近で
は，空気中や水中の有害物質を処理するための環境プロセス
としての側面も重要視されている．
２．プロセスに共通する概念を通して，抽出および吸着装置の
設計法について学ぶ．
３．社会における技術者の果たすべき役割について説明する．

１．分離のしくみおよび分離プロセスに関する基礎知識を習得し，プロセス
設計に活かすことができる．
２．抽出と吸着の両プロセスを例として，平衡関係，物質収支，および物質
移動過程に基づくプロセス設計の考え方を理解し，他のプロセスに応用す
ることができる．
３．分離プロセスの解析に際して，技術者倫理の考え方を理解できる．

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

分離工学Ⅱ

１．化学工業プロセスにおける、晶析、調湿、乾燥および攪拌
の単位操作に関する基礎的事項を把握・理解する。
２．さらに、各操作における装置の基礎的設計法を習得する。

１．晶析現象および二成分共融系の相図について理解することができる。
２．湿度図表の使用法と調湿操作について理解することができる。
３．乾燥プロセスおよび乾燥装置の設計法について理解することができる。
４．粘性とせん断応力、流体流れの基礎について理解することができる。
５．攪拌操作の基礎と攪拌槽の設計法を理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

微粒子工学

１．微粒子に関する知識は生産技術，環境問題あるいは機能
性材料開発において欠かせない．
２．本講では，微粒子の基礎的な性質として，大きさや粒度分
布の表し方および流体中の粒子挙動などについて述べる．
３．応用技術として，遠心分離，ろ過，集じんなどの機械的分離
について学ぶ．

１．微粒子の特性とその測定法について理解し，様々な現象の解明に応用
できる．
２．微粒子の流体中における挙動を理解し，分離や反応装置などの設計に
適用できる．
３．機械的分離操作に関連して，その分離原理を理解し代表的な装置設計
ができる．

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

プロセス設計学

１．この講義では、これまで学んだ化学工学の知識を総合し
て、化学装置や化学プラントの設計時に必要となる計算方法や
検討内容などについて学習する。
２．環境プロセスなど、一般化学プラント以外についても講義す
る。
３．技術者倫理についてもプロセスの運転における安全管理に
関連して説明する。

１．化学プロセスあるいはその他の製造プロセス設計についての一般的原
則を学習することができる。
２．簡単なプロセスモデルの作成法を学ぶことができる。
３．具体的な事例を使って、簡単なプロセス計算方法を理解することができ
る。
４．プロセスの管理運転や制御の理論について、原理を学ぶことができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

微生物学

１．食品・工業・医療の視点から微生物利用技術の基本を学び,
微生物の有用機能とその改造法についての理解を深める。

１．生物の基本的な分類を理解することができる。
２．真核生物と原核生物の違いを理解することができる。
３．生活の中での微生物との関わりを食品，工業，医療の視点から理解す
ることができる。
４．発酵について理解することができる。
５．微生物の改造法について理解することができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

生物化学Ⅱ

１．生物化学Iにおいて学んだ生体物質が生命活動においてど
のような役割を果たすのかを理解する。
２．代謝経路を中心に，エネルギー産生と貯蔵のしくみ，糖，脂
質，アミノ酸，ヌクレオチドの分解と生合成について学ぶ。
３．代謝の精密な調節機構と統合についても理解する。

１．生体エネルギー分子とエネルギー代謝について理解できる
２．ミトコンドリアと酸化的リン酸化について理解できる
３．解糖，クエン酸回路，脂質代謝，アミノ酸代謝，ペントースリン酸回路，
糖新生，グリコーゲンの合成と分解について理解できる
４．代謝の調節と統合について理解できる

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎

１．△
２．△
３．△
４．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎



生物反応工学

１．酵素や微生物を中心とする生体触媒を用いる工業的反応
操作のための生体触媒の特性や取扱い、速度論、バイオリア
クターの特性などの基礎的事項を体系的に、グリーンプロセス
の確立に役立てる立場から説明することを目的とする。

１．生体触媒（酵素、微生物細胞、植物細胞、動物細胞）の化学触媒ではみ
られない特性を理解することができる。
２．それら生体触媒反応の速度式を導出できる。
３．これらの速度式を生体触媒の利点を最大限に生かした有用物質物質生
産のための種々のバイオリアクターの解析と設計に応用できる。

１．◎
２．◎
３．◎

１．◎
２．◎
３．◎

１．△
２．△
３．△

１．◎
２．◎
３．◎

生物物理化学

１．タンパク質、核酸の３次元構造を解説するととともに、構造
と活性の相関についてのべる。

１．タンパク質の３次元構造について理解できる。
２．酵素反応の速度と酵素の３次元構造との関連について理解できる。
３．核酸を構成する要素と、それらの３次元構造について理解できる。
４．ＤＮＡの構造と複製の機構について理解できる。
５．m-RNAとt-RNAの機能を理解できる。
６．生体関連高分子化合物で用いられている化学結合について理解でき
る。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△
６．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎
６．◎

遺伝子工学

１．遺伝子工学の基礎となる分子生物学を学習し, 遺伝子の構
造と機能についての基礎的概念を把握するとともに, 遺伝子工
学の応用を学ぶ。

１．遺伝子とは何かを理解できる。
２．遺伝物質としてのDNAの構造を理解することができる。
３．遺伝物質DNAの構造からそれがなぜ生命の設計図と呼ばれるのかを
理解することができる。
４．セントラルドグマ，遺伝子からタンパク質への流れを理解することができ
る。
５．遺伝子工学の手法を学び，その応用性を知ることができる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．△
２．△
３．△
４．△
５．△

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

生物有機化学

１．生体物質の中で最も基本的な炭水化物、タンパク質、脂
質、核酸の四群について、生体系における役割と関連させなが
らそれらの化学構造と機能について説明することを目的とす
る。

１．生命活動はすべて有機化合物の変換にもとづいており、その変換は生
化学反応の組合せであることを学び、それらの生化学反応の特異性を有
機化学の知識を生かして理解することができる。
２．それらの生化学反応を模倣した人工系を構築することも特異的に特定
の生成物だけを作ることが有機合成化学の究極の目的なので、実用上有
意義であるということを理解できる。

１．◎
２．◎

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．◎
２．◎

特許法

１．法律・規則等により支えられている特許法、実用新案法、意
匠法、商標法に関する産業財産権法の概要を説明する。
２．国内外における知的財産に関する状況を説明する。

１．特許法を中心とする国内外における基本的事項について、理解を深め
る
２．今後の研究開発や企業活動において産業財産権法を活用できる素地
を身につける。

１．◎
２．◎

１．◎
２．◎

１．△
２．△

１．◎
２．◎

グローバルデザイン工
学

応用化学工学演習Ⅰ

１．応用化学工学科で学んでゆくのに必要ないくつかの基礎的
事項を講義→演習→実習を通してマスターする。
２．ここで扱う「現象」の多くはすでに知っていることであろうが、
その科学的理解は容易ではない。
３．よく知っている現象を科学的にとらえる道すじを実感し、使
えるようになるまで理解を深めて頂きたい。

１．ガラス細工およびいくつかの実験器具の取扱いに慣れることができる。
２．密度、粘度など物質の基本的な性質を理解する。実習では、落球法に
よる粘度の測定ができる。
３．「溶ける」という現象、平衡の概念を理解し、溶液濃度が表示できる。実
習では標準試料を調製することができる。
４．酸塩基平衡の基礎概念を理解し、平衡に関する問題を解くことができ
る。実習では酸塩基滴定によって溶液濃度を決定できる。
５．吸着の概念と現象の解析法を理解する。実習では、活性炭による色素
の吸着現象を解析できる。

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

１．◎
２．◎
３．◎
４．◎
５．◎

応用化学工学演習Ⅱ

応用化学工学特別講義

科学技術に進展を与えるないようか

論理的にまとめられているか

専門用語を適宜使用しまとめられているか

論理的に説明できているか

スライドは聴衆に判りやすく作られているか

判　定　す　る　項　目

　卒業研究の達成度判定基準

発表技法に関する到達度判定

発表内容に関する到達度判定

判　定　す　る　項　目 判　 定

    

判　 定

    聴衆に判りやすく説明できたか

質疑に対して的確に回答できたか

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


